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「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

自分らしく たくましく

十島村教育長 有 村 孝 一

いよいよ令和２年度も残すところあと１０日余りと

なりました。振り返ってみますと、新型コロナウイ

ルス感染症との戦いが続いた令和２年度でした。令

和２年３月から感染症に対する予防や対策について

お願いをしてまいりました。あれから１年が経とう

としています。少しずつではありますが、新聞やニ

ュースの情報から減少傾向であるようには感じられ

ますが、未だに収まる気配は見られません。

振り返ってみますと、新型コロナウイルスの感染

だけでなく、梅雨時期の大雨や台風そして火山など

の自然災害、ヘリコプターを使った島民避難など、「命

を守ることの大切さ」について改めて振り返る一年

だったなあと回想しています。

そんな中で、子どもたちは、南日本新聞への投稿

などを通して、十島村の広報をしてくれました。例

をあげますと、南日本新聞「若い目」に、４月「ぼ

くのにゅうがくしき」「離れていても友だち」「強い

大人への第一歩」が投稿され、その後も「大雨の中、

協力し合った島」「牛の世話、いまこそ手伝いがんば

る」「頑張った白組」「対馬丸の悲劇 伝える大切さ」

など、いろんな視点から素直な気持ちで、自分たち

の頑張りや友だちとのかかわりを作品にして投稿し

続けてくれています。

全島で、子どもたちの「書く力」を伸ばそうと取

り組んできたことを裏付けるかのように、作文コン

クールで学校賞に選ばれたり、県作文コンクールや

俳句でも入賞を果たしたりしました。作文だけであ

りません。絵画でも、南日本ジュニア美展や「地域

が育むかごしまの教育県民週間」ポスターコンクー

ルや家庭の日ポスターコンクールで学校賞を受賞し

ました。県書道展や絵手紙コンクール、「チャレンジ

かごしま」など運動面でも受賞し、様々な作品募集

における数々の入賞は、１５０点を越えています。
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〇４月「発達障害啓発週間（４／２～４／８）」「世界自閉症啓発デー（４／２）」

それは、子どもたちの挑戦してきたあかしであり、

先生方が子どもを伸ばそうとする指導の裏付けでもあ

ります。３学期の始業式の時点での児童生徒数は、１

０２人と１００人をついに越えました。長いこと待ち

望んでいた３桁の数です。この中から、卒業式、修了

式を終えると、何人かが島立ちをします。十島村で学

んだ多くの経験を「生きる力」に変えて、一歩一歩こ

れからの長い道のりを歩んでいってほしいと思います。

そして十島で育った「たくましい心と体で」

挑戦を続けていって欲しいと思います。

島民の皆様には、子どもたちの成長にたいへんお世

話になり、心から感謝申し上げます。まだまだ、新型

コロナウイルスの感染の動向が気になりますが、新た

に着任する教職員や山海留学等で転入する児童生徒に

も、変わらぬご支援をいただきますよう、よろしくお

願いいたします。

「戸﨑君，高シナジー（synergy）という言葉知ってる？」
これは以前勤めていた職場の先輩が，事あるごとに，私に

聞いてきた言葉である。そして，この後の話を聞くのが大

好きで，決まって「知らないです。教えてください」と答

えていました。シナジーとは，2 つ以上のもの，人，事柄
が相互に作用し合い，1 つの効果や機能を高めることで，
「相乗作用」を生み出すだすもので，その根底には，利益

を生み出すことが前提にあります。しかし高い次元のシナ

ジーになると，自分の立場や地位を利用したり，相手にへ

りくだったりするのではなく，ましてや相手を自分の思う

ままにコントロールしようとしないで，あくまでも対等な

立場で，相手の意見の違いを尊重し理解を示してから，自

分の意見を主張し，自分の強みと相手の強みを上手く足し

算して１+１を３にしていく。そんな職場にするのが理想
なんだよね。先輩はいつも熱く語ってくれました。

宝島に赴任して２年目になりますが，島の生活はまさ

しくこの高シナジーであると実感します。それぞれがもっ

ている知識や技能を十二分に発揮し，しかもそこには利益

ではなく心でつながり，豊かな生活を生み出しています。

宝島のために何ができるか。私は，教科指導で子ども

たちに力を付けさせることはもちろん，これまで培ってき

た花づくりのスキルを活かして，花いっぱいの学校を目指

し日々取り組んでいます。島民の方に花を楽しんでもらい，

それがまた，新しい相乗作用を生み出せないかを模索しな

がら・・・。

１０年前に得た花づくりのスキルが，現在大きな
武器となって自分自身の支えになっています。多く
の役割を担い，大変なこともあるかと思います。し
かし，その経験は思いがけないところで，必ず活か
されることになります。

【宝島小・中学校からのメッセージ】
教諭 戸﨑 寿彦

私は、 ⒌小学校 年生の時に福岡から平島に来ました。

平島では、寮で他の寮生や寮監さん、寮母さんと毎日

楽しく生活しています。学校でも、お互い支え合いな

がら、学習に取り組んでいます。私は平島に来て、海

や星空の美しさに驚きました。私は泳ぐことや宇宙に

ついての本を読むことがとても好きだったので、福岡

にいたときは、プールに泳ぎに行ったり、科学館のプ

ラネタリウムを見に行ったりしていました。平島では、

それを大自然の中で体験できたことが嬉しかったです。

学校生活では、テストに向けて勉強に頑張っています。

学校でのテストを受けるときは、悔いが残らないよう

に心がけています。過去の自分が取った点数を超えら

れるよう、毎日、他の寮生と刺激し合いながら勉強に

取り組んでいます。平島に来て、たくさんのことを学

ぶことができました。平島にいられるのは限られた時

間なので、何事にも全力で取り組み、島を出るときに

後悔しないようにしたいです。

十 島 村 で 学 ぶ

【 平 島 で 学 ぶ】
平島中学校２年 大城 朱茜令和３年2月15日 南日本新聞「若い目」掲載

令和３年２月２３日 南日本新聞「若い目」掲載
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令和３年３月３日 南日本新聞「若い目」掲載

読書活動のお礼
今年度も、県図書巡回図書の本

が、返却されました。読書活動に

ご協力いただいただけでなく、丁

寧に本を取り扱っていただきあり

がとうございました。返却箱の中

も順番に並んでいる島もあり、県

立図書館の方からもお褒めの言葉

をいただきました。


